
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度末特別補導（非行防止キャンペーン）を次のように計画しています。ご協力をよろしくお願いします。 
実施期間 2月～３月中 ※報告書を３月２８日必着で提出できる日までにご計画ください 
実施方法 各校区や地区の実情に応じて、計画を立て、キャンペーンもしくは補導活動を実施してください 

計画書に必要事項を記載し、センターに提出 ※ポケットティッシュ等の受け取り日等を明記 
活動終了後は、特別補導報告書を提出（Ｅメール添付もしくは郵送）3/28午前までに必着 

 

あけまして おめでとう ございます 

本年も よろしく お願いいたします 
長崎市こども相談センター職員一同 

 
 
 
 
 
長崎市魚の町４番１号（こどもみらい課内 電話：８２５－１９４９） 

こども相談センター相談専用ダイヤル：８２９－１１２２ 
Ｅﾒｰﾙ kodomosoudan_center@city.nagasaki.lg.jp 

【穏やかな笑顔と思いやりのある
（わげんあいご） 話し方で人に接すること】

令和７年１月発行 

 

新年のごあいさつ     

長崎市少年補導委員協議会  会長  野口保久 
 

令和７年、新しい年を迎えました。あけましておめでとうございます。 

昨年暮れ、日本原水爆被害者団体協議会にノーベル平和賞が授与されまし 

た。現地で受賞演説を行われた田中さんは「人類が核兵器で自滅することの 

ないように！核兵器も戦争もない人間社会を求めて共に頑張りましょう！」と締めくくりました。被団協 

が変わることなく世界の平和と核兵器廃絶を訴え続けてきたように、私たち少年補導委員も子どもた 

ちが事故や事件に遭わないように、「地域の子どもは地域のみんなで守る」を合い言葉に、これから 

も変わることなく、子どもたちの平和を見守り続けていきたいと思います。 

未来を担う子どもたちに対する取り組みは、社会全体の未来への投資であり、非常に重要な大人 

の責任だと感じています。子どもを取り巻く環境が悪化していると言われて久しい昨今、そんな中で 

も減少傾向にあった犯罪・非行件数でしたが、令和５年の長崎県警による県内の少年非行概況から 

は増加に転じていることが窺えます。私たち大人が気を緩めると、一気に増加していくことも十分に 

考えられる状況です。そのような中で、私たち少年補導委員も、これからも地域の皆さまと一緒に青 

少年の非行防止と健全育成を目指して をかけ続けていきたいと考えています。今後も 

長崎市少年補導委員協議会の活動に、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

最後に、令和７年が皆さまにとって素晴らしい一年となりますように、心よりお祈り申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【Ｒ６年度の活動実績（補導報告書に記載された活動延人数）を一覧表にしてみました】 
本年度の活動実績を一覧表にまとめました。１１月までの定期補導の活動実施率は 70.2％で、2回の特別補導

を含めても 69.1％となっています。猛暑だった８月の実施率が 58.1％でやや低くなっているものの、数多くの皆

さまが熱心に活動してくださったことがわかります。気になるのは、活動を行っているにもかかわらず、報告書の

提出がなされておらず、実績として反映されていないケースがたくさんあることです。１１月の幹事会資料や補導

報告書のまとめにも記載していますが、Ｒ６年度分の未提出の報告書があれば、ぜひご提出ください。 

 

こども相談センターの活動紹介 

長崎市こども相談センターが行っている環境浄化業務 

について、その一部をご紹介します。 

《社会環境実態調査》市内のコンビニやドラッグストア、 

ゲームセンター、カラオケ 

ボックス、携帯販売店など 

を訪問し、子どもたちを取 

り巻く環境浄化に取り組み 

ました。 
←市内のサバイバルフィールド 

も調査しました 

《有害図書類回収》市内の白ポストに投入された有害図 

書類等を回収し処分して 

います。最近はネット環 

境の影響やごみ等の投入 

も多く、白ポストの閉鎖 

や見直しを検討していま 

す。 
←ゴミが目立つ回収物 

《その他の活動》関係機関とともにココロねっこパレー 

ドや子どもを守る強調月間 

のさまざまな取組、飲酒や 

喫煙防止キャンペーンなど 

にも積極的に取り組んでい 

ます。 

←ココロねっこパレード出発式 

 

 

 

 

  
  

４月～１１月までの声かけ状況  

《編集後記》 年が明け、令和 7年が始まりました。昨年、 

長崎市こども相談センターに名称が変わってから、センター 

の役割も大きく変わり、仕事内容にも変化が見られます。こ 

れまで行ってきた業務の中で相談支援業務の比率が大きくな 

り、それに伴う新たな内容も増えました。昨年から業務の精 

選や縮小にも取り組んでいます。『全ての子どもの健やかな成 

長を願い、誰一人取り残さない支援を目指す』というこども 

相談センターの設置目的達成のために、今後も、こども相談 

センター職員一同、より一層、精進してまいります。（山鹿） 

年度末の補導報告書は、３月２８日午前中までにセ
ンターに届いていないと処理できません。折角の活動
が実績として残らなくなってしまいますので、締切日
前までの提出にご協力をよろしくお願いします。 
 

 

長崎市こども相談センター 

困難な状況に置かれたこどもを含む「全てのこども」の健やかな成長を 

願い、誰一人取り残さない支援を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援業務 

こどもからの相談窓口が新設！ 

・いじめ ・不登校 ・ヤングケアラー ・自分のこと ・友達のこと など 

〇主に、小・中・高校生のこどもからの相談に対応する。（来所・電話・メール） 

〇専門スタッフが対応し、専門機関へつないだり、継続支援したりする。 

〇教育委員会、こども家庭センター、警察等関係機関との連携を強化する。 

〇相談専用ダイヤル（０９５）８２９－１１２２ 

〇相談専用アドレス soudan_kodomo@city.nagasaki.lg.jp 

 

環境浄化業務 

〇社会環境実態調査 

・コンビニエンスストア、携帯 

電話販売店、ドラッグストア、

カラオケ店等の調査 

〇ココロねっこ運動協力 

・ココロねっこパレード参画 

〇有害図書回収 

・市内１３か所の白ポスト 

安全保障業務 

〇こども安全注意報発令 

・不審者、有害鳥獣情報 

〇警察署、学校との連携 

・事件事故防止の啓発 

〇生徒指導連絡会と連携 

・高校生徒指導連絡協議会 

・中学校生徒指導主事部会 

・小学校生活指導主任部会 

街頭補導業務 

★「愛の一声」運動 

〇市長委嘱の少年補導委員 

・36中学校区１９６名 

・毎月２回の街頭補導 

・夏祭り、くんち等の 

 特別補導 

〇警察署、学校との連携 

〇補導委員の研修会開催 

環境作り 

子どもを守る連絡協議会 いじめ・児童虐待・体罰等を防止し、こどもの環境作り推進 

青少年問題協議会 いじめ・不登校・児童虐待・ヤングケアラー・メディア依存等の対策検討 

Ｒ６年度活動状況（４月～１１月報告分） 活動実績…活動延人数　　予定回数…補導委員総数×２（特別は×１）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 小計 夏季 くんち 総計

活動実績 274 269 263 252 207 265 228 239 1997 105 110 2212

予定回数 354 354 356 356 356 356 356 356 2844 178 178 3200

活動実施率 77.4% 76.0% 73.9% 70.8% 58.1% 74.4% 64.0% 67.1% 70.2% 59.0% 61.8% 69.1%

４～１１月集計 小学生 中学生 高校生 その他 合　計

１　飲酒 0 0 0 2 2
２　喫煙 0 0 0 0 0

①交通違反 6 0 7 7 20
③危険な遊び 19 0 6 0 25

④外出時間注意 34 40 49 0 123
⑥買い食い 0 0 1 0 1
⑦盛場徘徊 2 11 4 0 17

⑧ゲームセンター 45 76 26 7 154
⑨男女交際 0 4 22 0 26

⑩『愛の一声』 3055 1360 384 49 4848

合　計 3161 1491 499 65 5216


